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研究成果の概要（和文）：多数の国家および問題領域にわたる分析から、異質な主体が混在するシステムで相互依存が
深まると、その衝突が原因となる新たなリスクが存在することを具体的に明らかにした。そして、これらの事例分析の
成果に、数量分析およびシミュレーション分析を有機的に結合させることで、現在の国際システムにおけるパワーシフ
トが、異質性と共存することによって生み出される新たなリスクについて理論化を行った。

研究成果の概要（英文）：By case studies of multiple states and issues-areas, we have shown that 
indigenous risks emerge when interdependence deepens in a system inhabited with heterogeneous agents. We 
then used these case studies and their findings as inputs to a combined method of quantitative analysis 
and multi-agent simulation, in order to build and verify new theorization on the new risks that are 
arising from the deepening interdependence and power shift in the heterogeneous system of contemporary 
world.

研究分野： 国際政治経済学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 経済的関係の深まりは、国家間の対

立を抑え、協力を促すのか。それとも、国
家間の政治関係はその経済関係に左右され
ないのか。この問題は、ヒューム、ルソー、
スミス、ヴェブレンなど古典的政治経済学
より取り上げられてきた研究課題である。
特に国際関係論では、第一次世界大戦の以
前よりリアリズムとリベラリズムの間で論
争が続いてきたが、決着はついていない。 
リベラリズムは肯定的な議論を展開して

きた。複合的相互依存論(Keohane & Nye 
1977 Powerand Interdependence)、通商国
家論(Rosecrance 1986 The Rise of the 
Trading State)などの 1970 年代からの議
論再興に続き、90 年代から理論の精緻化
や 計 量 分 析 が 進 め ら れ て き て い る
(Papayoanou 1999 Power Ties; Gartzke, 
Li & Boehmer, “Invesing in the Peace”; 
Oneal & Russett 1997 “The Classical 
Liberals Were Right”等)。他方、リアリ
ズムは政治、特に軍事的安全保障問題が優
越すると主張してきた(Waltz 1970 “The 
Myth of National Interdependence”)。近
年では、政治が経済に影響すること、計量
分析の結果が不確定であることが論じられ
てきた(Keshk, Pollins & Reuveny 2004 
“Trade Still Follows the Flag”; Ward, 
Siverson & Cao 2007“Disputes, Demo- 
cracies, and Dependencies”等)。 
最近では、従来の parsimony を重視す

る理論傾向から離れて、現象の複雑さに正
面から取り組もうとする議論が勢いを増し
つつあった (Mansfield & Pollins 2003 
Economic Interdependence and Inter- 
national Conflict)。Morrow(1999 “How 
Could Trade Affect Conflict?”)は、ゲーム
理論を使って経済的相互依存が軍事的衝突
の危険を高める場合も低める場合もあると
指摘しており、単線的な理解を乗り越える
という研究の方向性を示していた。本研究
課題は、この注目すべき研究の方向性を国
際関係の変容という新しい文脈の中でさら
に拡張することを目指して始まった。 
本研究の代表者は、従来より国際政治経

済学を理論と歴史から多面的に分析してき
た。特に、近年の中国の国力台頭など国際
政治経済情勢の変化を踏まえ、通貨体制の
今後について分析するとともに、ドル通貨
体制に関する複数の研究プロジェクトに関
わった。また、アジア太平洋のパワー移行
についてもプロジェクトを主宰してきた。
これらの研究を進める中で、現在の国際関
係はこれまでのものとは大きく異なること、
そして、その新たな状況において、国家間
における政治と経済の相互関係を再度検討
することの必要性を痛感してきた。 
既存の経済的相互依存論は欧米型の自由

民主主義国家を暗黙裏に理論前提としてき
たが、ロシアや中国などの異質な国が、90 

年代以降、相互依存システムに新たに参入
してきた(ヘテロ化)。それに伴い、政治的
目的のために、資源・エネルギー、援助、
通商、通貨などの経済政策が戦略的に利用
される事例が目立ってきた。他方、グロー
バリゼーションによって国家間の経済的相
互依存がかつてないほど高まる中で、グロ
ーバルな諸問題間で相互の連関も高まり、
複雑さが生じている(機能連関化)。 
現代では、機能的連関が深まる結果、争

点領域の切り分けが難しくなり、既存の相
互依存論の想定を遙かに超える形で、争点
領域を横断して問題が複雑化している。ヘ
テロ化と機能連関化のダイナミクスによっ
て経済的相互依存と政治の関係は単線的な
ものではなくなっている。例えば、資源・
エネルギー需要の高まりは、資源国に戦略
的利用の機会をもたらすが、実際に利用さ
れれば政治的対立を惹起するばかりでなく、
援助政策、通商政策、通貨政策へも波及し、
その結果、グローバル経済に多大な影響を
与えうる。回り回ってそれは当の資源国に
も大きな経済的社会的負担を与えることに
なる。その結末は見通せない。 
単線的理解を超えて国際政治経済の現状

を分析すると同時に、既存の国際政治経済学
が十分に捉えきれていないヘテロ化と機能
連関化という国際情勢の変化を組み込み、国
家間の政治と経済の関係について、新たな理
論的展開が要請される状況にあった。 
 

２．研究の目的 
そこで本研究は、資源・エネルギー、援助、

通商、通貨など様々な領域における、経済と
政治の関連性を世界主要国間の関係を中心
に探究した。経済的相互依存の深化が、国家
間の対立と協調の政治的ダイナミクスに与
える影響について、(1) 多様なアクターが影
響力を持つヘテロ化により、従来の欧米中心
の国際経済システムからどのような変化が
あるのか、(2) 相互依存・グローバリゼーシ
ョンにより問題間の機能連関が高まること
(機能連関化)により政治と経済の関係はどう
いう状況になっているのか、という 2 つの側
面を中心に事例分析、数量分析を行い、経済
的相互依存関係と政治の関係について、新た
な理論化を進めることを目的とした。 
また、最終年度には、変遷する世界の中で

の政治と経済の関係について、国際政治経済
学の新たな展開を行うとともに、それが日本
に与える影響と日本の対応について検討す
ることも目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は取り扱う問題と地域が多岐にわ

たるため、また学説史的視点を忘れないため、
共同研究によって行った。行動原理も能力も
異なる多数の国家が、複数の争点領域で戦略
的に相互作用するシステムの挙動や性質は、
フォーマルモデルによる定式化が困難であ



る。そこで、従来の方法による分析に加え、
ゲーム理論の枠組を容易に応用可能で、かつ、
複雑性を前提として総体的に検証できるシ
ミュレーション分析の手法も用いて理論研
究を支援する形をとった。経済的相互依存論
とゲーム理論が事例、数量、シミュレーショ
ンの分析枠組みを提供し、事例分析、数量、
シミュレーションの分析結果が政治と経済
の関係に関する理論の新しい展開のための
素地を提供した。ゲーム理論とシミュレーシ
ョン分析による理論研究と検証、そして事例
分析との融合が、本研究の大きな特色となっ
ている。 
具体的な分析対象としては、アメリカと欧

州のほかに、ヘテロ化をもたらす、経済力と
政治力の伸張が著しい新興諸国と発展途上
諸国を取り上げ、その比較を行うこととした。
さらに、それぞれの国について、機能連関化
が観測される経済行動についての分析を行
った。具体的には、貿易の相互依存状況に加
え、資源・エネルギー、通貨政策、援助政策、
経済交渉、自由貿易協定などを分析した。経
済的相互依存と政治の関係は、プレイヤー間
の決定が複雑に依存しあう戦略的関係であ
る。そこで本研究は、このような戦略的関係
の分析に適したゲーム理論の知見を本研究
課題全体に共通する理論的枠組みとした。こ
れによって、それぞれの事例研究と数量研究
に一貫性が担保され、それに基づいて全体の
理論研究が進展させることができた。 
 
４．研究成果 
多数の国家および問題領域にわたる分析

から、異質な主体が混在する相互依存システ
ムには、異質性そのものが原因となる新たな
リスクが存在することが具体的に明らかに
なった。これを受けて、事例分析、数量分析、
シミュレーション分析における成果をまと
め上げるとともに、この新たなリスクの解明
に向けた理論と分析手法の拡張に取り組ん
だ。 
事例分析では、欧州の複合的な危機、中国

やインドなどの新興国が国際システムに与
えるリスク、発展途上国の動向などについて
分析した。また、伝統的な政治、経済に加え
て、サイバーセキュリティなどの新たな分野
における相互依存の深化がもたらすリスク
についても検証した。 
数量分析では、将来にわたるパワーシフト

の展望、リスクを生む経済・社会構造の異質
性等を検証した。 
シミュレーション分析では、上記の数量分

析や事例研究の成果を活用し、新興国を初め
とする国家へのパワーシフト、異質性、規範、
といった要因の影響を検証した。 
最後に、理論研究では、上記の事例研究や

統計分析、各種指標などから析出された異質
性を操作化し、シミュレーション分析に活用
する枠組みを提示した。 
最終年度の末には、慶應義塾大学東アジア

研究所にて、一般公開の研究会を行い、多数
の外部の参加者の前で、国際システムの構造
変化と異質性との共存が生み出す新たなリ
スクについて、事例研究、数値分析、シミュ
レーション分析の成果を示した。また、本研
究の成果を生かした新たな研究構想の可能
性についても青写真を示し、議論を深めた。
こうした研究成果の詳細については、
Springer 社と契約のうえ、英語書籍として出
版の準備を進めている。 
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